
初期構成の完了

•外部ネットワークの構成（1ページ）
•テナントの作成（5ページ）
• BGP-EVPNを使用したサイト間接続のための VPCピアリングの構成（16ページ）

外部ネットワークの構成
この手順は、外部ポリシーの作成方法を示しています。オンプレミスサイトの複数のルータに

接続できる単一の外部ネットワーク、または CCRへの接続に使用できる複数のVRFを持つ複
数の外部ネットワークを設定できます。

始める前に

外部ネットワークを作成する前に、ハブネットワークを作成しておく必要があります。

ステップ 1 左側のナビゲーションバーで、[アプリケーション管理（Application Management）] > [外部ネットワーク
（External Networks）]に移動します。
構成された外部ネットワークが表示されます。Cisco Cloud Network Controllerは 1つのハブネットワークの
みをサポートするため、[ハブネットワーク（Hub Network）]列には 1つのハブネットワークのみが表示
されます。

ステップ 2 [アクション（Actions）]をクリックし、[外部ネットワークの作成（Create External Network）]を選択し
ます。

[外部ネットワークの作成（Create External Network）]ウィンドウが表示されます。

ハブネットワークがまだ設定されていない場合は、外部ネットワークを作成する前にハブネッ

トワークを作成する必要があることを示す警告がページの上部に表示されます。メッセージ内

の青い [Cisco Cloud Network Controller 設定（Cisco Cloud Network Controller Setup）]リン

クをクリックし、ハブネットワークを作成して、ここに戻ります。ハブネットワークの作成の

詳細については、セットアップウィザードを使用した Cisco Cloud Network Controllerの構成を
参照してください。

（注）

ステップ 3 次の [外部ネットワークの作成ダイアログボックスのフィールド（Create External Network Dialog Box Fields）]
の表に示されているように、各フィールドに適切な値を入力し、続行します。
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表 1 : [外部ネットワークの作成（Create External Network）]ダイアログボックスのフィールド

説明[プロパティ
（Properties）]

全般

外部ネットワーク名を入力します。名前

この外部VRFは、オンプレミス CCRとの外部接続に使用されます。この目的で複数の外部
VRFを作成できます。

この VRFは、VRFが次の 3つの特性をすべて備えている場合に外部VRFとして識別されま
す。

• インフラテナントの下で構成された

•外部ネットワークに関連付けられている

•クラウドコンテキストプロファイルに関連付けられていない

外部ネットワークに関連付けられているVRFはすべて外部VRFになります。この時点では、
外部VRFはインフラテナント以外のテナントで作成することはできず、外部VRFはクラウド
コンテキストプロファイルまたはサブネットに関連付けることはできません。

外部VRFを選択するには、次の手順を実行します。

1. [VRFの選択（Select VRF）]をクリックします。

[VRFの選択（Select VRF）]ダイアログボックスが表示されます。

2. [VRFの選択（Select VRF）]ダイアログで、左側の列のVRFをクリックして選択します。

[+ VRFの作成（+ Create VRF）]オプションを使用してVRFを作成することもできます。

3. [選択（Select）]をクリックします。

[外部ネットワークの作成（Create External Network）]ダイアログボックスに戻ります。

VRF

ハブネットワークは、初回セットアップで設定した後に自動的に表示されます。

ハブネットワークがまだ設定されていない場合は、外部ネットワークを作成する

前にハブネットワークを作成する必要があります。ハブネットワークの作成に関

する詳細は、CiscoCloudNetworkController forGoogleCloudインストールガイド、
リリース25.0(x)以降の、「セットアップウィザードを使用したCiscoCloudNetwork
Controllerの構成」の章を参照してください。

（注）

ハブネットワーク

このフィールドは編集できません。デフォルトの VPNルータが自動的に選択されます。VPNルータ

[設定（Settings）]
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説明[プロパティ
（Properties）]

リージョンを選択するには:

1. [地域の追加（Add Region）]をクリックします。

[地域の選択（Select Regions）]ダイアログボックスが表示されます。

•初回セットアップの一部として選択した地域がここに表示されます。

•複数の地域を選択して、複数の地域でクラウドルータを起動できます。

2. [地域の選択（Select Regions）]ダイアログで、左側の列のテナントをクリックして選択
し、[選択（Select）]をクリックします。

[外部ネットワークの作成（Create External Network）]ダイアログボックスに戻ります。

地域
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説明[プロパティ
（Properties）]

VPNネットワークエントリは、内部接続に使用されます。設定されたすべてのVPNネットワー
クが、選択したすべてのリージョンに適用されます。

VPNネットワークを追加するには、次の手順を実行します。

1. [VPNネットワークの追加（Add VPN Network）] をタップします。

[VPNネットワークの追加（Add VPN Network）]ダイアログボックスが表示されます。

2. [名前（Name）]フィールドに VPNネットワークの名前を入力します。

3. [+ IPSecピアの追加（+ Add IPSec Peer）]をクリックします。

IPSecピアエントリごとに 2つのトンネルが作成されます。

4. 追加する IPSecピアの次のフィールドに値を入力します。

• IPSecトンネルピアのパブリック IP

•事前共有キー

• IKE Version：IPSecトンネル接続用に ikev1または ikev2を選択します。

• BGPピア ASN

• Subnet Pool Name：[サブネットプール名の選択（Select Subnet Pool Name）]をク
リックします。

[サブネットプール名の選択（Select Subnet Pool Name）]ダイアログボックスが表示
されます。リストされている使用可能なサブネットプールのいずれかを選択し、[選
択（Select）]をクリックします。

5. この IPSecトンネルを追加するには、チェックマークをクリックします。

別の IPSecトンネルを追加する場合は、[+ IPSecトンネルの追加（+ Add IPSec Tunnel）]
をクリックします。

6. [VPNネットワークの追加（Add VPN Network）]ダイアログボックスで [追加（Add）]
をクリックします。

[外部ネットワークの作成（Create External Network）]ダイアログボックスに戻ります。

VPNネットワーク

ステップ 4 外部ネットワークの作成が完了したら、[保存（Save）]をクリックします。
[外部ネットワークの作成（Create External Network）]ウィンドウで [保存（Save）]をクリックすると、
クラウドルータが Google Cloudで構成されます。

Google Cloudでクラウドルータがで構成されていることを確認するには、インフラVPCのGoogle Cloudア
カウントで、[ハイブリッド接続（Hybrid Connectivity）] > [クラウドルータ（Cloud Routers）]に移動し
ます。さまざまなリージョン用に作成されたクラウドルータが表示されます（新しく設定されたクラウド

ルータを表示するには、[更新（Refresh）]をクリックする必要があります）。
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IPSecセッションを表示するには、[Hybrid Connectivity] > [VPN] > [Cloud VPN Tunnels]に移動します。

テナントの作成
次のセクションでは、マネージドテナントまたはアンマネージドテナントを作成する方法。

Cisco Cloud Network Controllerを使用した Google Cloudの展開を理解す
る

Google Cloudは、ファイルシステムに似た方法でリソースを編成します。

•最上位の組織は複数のフォルダを持つことができます。

•すべてのフォルダには、他のフォルダを含めることも、すべてのプロジェクトに一意の
IDがあるプロジェクトを含めることもできます。

•クラウドリソース（VM、VPC、サブネットなど）はプロジェクトに含まれます。

Google Cloudの観点から理解するのに有用な領域は、組織とフォルダのレベルですが、Cisco
Cloud Network Controllerの観点から最も関連性があるのは、プロジェクトのレベルです。

各 Cisco Cloud Network Controllerテナントは、Google Cloudプロジェクトに 1対 1でマッピン
グされます。

• Cisco Cloud Network Controllerテナントは、複数の Google Cloudプロジェクトにまたがる
ことはできません。

• Google Cloudプロジェクト内に複数の Cisco Cloud Network Controllerテナントを存在させ
ることはできません。

Cisco Cloud Network Controllerでは、Google Cloudはサービスアカウントを使用してプロジェ
クトにアクセスできます。これらのアカウントは、Google Cloudサービスにアクセスする必要
があるアプリケーション用です。これらを使用して、Cisco Cloud Network Controllerと他のテ
ナントのポリシーを実行、展開し、またプッシュすることができます。Google Cloud内部で実
行されるアプリケーションで使用されるサービスアカウントにはクレデンシャルは必要ありま

せんが、事前に生成された秘密キーを必要とするGoogleCloudの外部で実行されるアプリケー
ションにはクレデンシャルが必要です。サービスアカウントは1つの Google Cloudプロジェク
トに存在しますが、他のプロジェクト（Cisco Cloud Network Controllerの場合、他のテナント
用）のポリシーを管理するためのアクセス権も付与されます。

次の項では、Google Cloudを使用して Cisco Cloud Network Controllerテナントを構成するさま
ざまな方法について詳しく説明します。

•管理対象クレデンシャルを持つユーザテナント（6ページ）

•管理対象外クレデンシャルを持つユーザテナント（6ページ）
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管理対象クレデンシャルを持つユーザテナント

このタイプのユーザテナントには、次の特性があります。

•このテナントアカウントは、Cisco Cloud Network Controllerによって管理されます。

•このタイプのユーザーテナントのテナント構成プロセスの一環として、最初にCiscoCloud
Network Controller GUIで [マネージド ID（Managed Identity）]を選択します。

• Cisco CloudNetwork Controllerで必要なパラメータを構成したら、Google Cloudでこのテナ
ントに必要な権限を設定する必要があります。Cisco Cloud Network Controllerによって作
成されたサービスアカウントを、次のルールを使用して IAMユーザーとして追加します。

•クラウド機能サービスエージェント

•コンピューティングインスタンス管理（v1）

•コンピューティングネットワーク管理者

•コンピューティングセキュリティ管理者

•管理者のログイン

•パブ/サブ管理者

•ストレージ管理者

このようなテナントの作成手順については、Cisco Cloud Network Controller GUIを使用した管
理対象テナントの作成（9ページ）を参照してください。

管理対象外クレデンシャルを持つユーザテナント

このタイプのユーザテナントには、次の特性があります。

•このテナントアカウントは、CiscoCloudNetworkControllerによって管理されていません。

•このタイプのテナントの Cisco Cloud Network Controllerに必要なパラメータを構成する前
に、まず、このテナントに関連付けられたサービスアカウントの Google Cloudから必要
な秘密キー情報を含むJSONファイルをダウンロードする必要があります。

•このタイプのユーザーテナントのテナント構成プロセスの一環として、CiscoCloudNetwork
Controller GUIで [アンマネージド ID（Unmanaged Identity）]を選択します。Cisco Cloud
NetworkControllerでこのタイプのテナントの構成プロセスの一環として、ダウンロードし
た JSONファイルから次の情報を提供します。

•キーID

• RSAプライベートキー

•クライアントID

• Eメール
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このようなテナントの作成手順については、Cisco Cloud Network Controller GUIを使用したア
ンマネージドテナントの作成（13ページ）を参照してください。

ユーザーテナントの Google Cloudプロジェクトのセットアップ
このセクションの手順を実行して、ユーザーテナントの Google Cloudプロジェクトをセット
アップします。そのユーザーテナントは、管理対象または管理対象外のテナントです。

ステップ 1 必要に応じて、ユーザーテナントの Google Cloudプロジェクトを作成します。

各ユーザーテナントはGoogle Cloudプロジェクトに 1対 1でマッピングされます。ユーザーテナント用の
Google Cloudプロジェクトがまだ作成されていない場合は、次の手順に従って Google Cloudプロジェクト
を作成します。

a) Googleアカウントにログインします。
b) [IAM＆Admin] > [Manage resources]に移動します。

c) ページの上部にある [組織の選択（Select Organization）]ドロップダウンリストを使用して、プロジェ
クトを作成する組織を選択します。

d) [+プロジェクトの作成（+ CREATE PROJECT）]をクリックします。

e) 表示される [新規プロジェクト（New Project）]ウィンドウで、プロジェクト名を入力し、必要に応じ
て課金アカウントを選択します。

プロジェクト名には、文字、数字、一重引用符、ハイフン、スペース、または感嘆符のみを含めるこ

とができ、4〜30文字にする必要があります。

f) [場所（Location）]フィールドに親組織またはフォルダを入力します。

そのリソースは、新しいプロジェクトの階層的な親になります。

g) [作成（CREATE）]をクリックします。

ステップ 2 Google Cloudで、この管理対象テナントに関連付けられたサービスアカウントで適切なサービス APIを有
効にします。

a) Google Cloud GUIで、このユーザーテナントに関連付けられている Google Cloudプロジェクトにログ
インします。

プロジェクトのダッシュボードが表示されます。

b) ダッシュボードの上部にある検索バーで、「API＆Services」を検索し、その検索結果をクリックして
「API＆Services」ウィンドウにアクセスします。

c) 「API＆Services」ウィンドウで、[+ ENABLE APIS AND SERVICES]タブをクリックします。

[APIライブラリ（API Library）]ウィンドウが表示されます。

d) [Search for APIs＆Services]フィールドで、必要なサービスを検索して有効にします。

次のリストの各サービスについて、

1. [APIとサービスの検索（Search for APIs＆Services）]フィールドで APIまたはサービスを検索し
ます。
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2. 検索結果をクリックすると、その APIまたはサービスのページが表示されます。

3. その APIまたはサービスページで [ENABLE]ボタンをクリックします。

次に、検索して有効にする必要がある APIとサービスを示します。

•コンピューティングエンジン

• Cloud Deployment Manager V2 API

• Cloud Pub / Sub API

•クラウドリソースマネージャ API

• Service Usage API

• Cloud Logging API

各APIまたはサービスを有効にするには数分かかります。各APIまたはサービスを有効にした後、[API
とサービス（APIs＆Services）]ウィンドウに戻る必要があります。

上記のすべての APIとサービスを有効にすると、次の追加の APIとサービスが自動的に有効になりま
す。

• Identity and Access Management（IAM）API

• IAMサービスアカウントの資格情報

•クラウド OSログイン API

•クラウド DNS API

•レコメンダAPI

自動的に有効になっていない場合は、手動で有効にします。

ステップ 3 Google Cloudのこの管理対象テナントに必要な権限を設定します。

a) Google Cloud GUIで、このユーザーテナントに関連付けられている Google Cloudプロジェクトにログ
インします。

プロジェクトのダッシュボードが表示されます。

b) 左側のナビゲーションバーで、[IAM＆Admin]をクリックし、[IAM]を選択します。

[IAM]ウィンドウが表示され、いくつかのサービスアカウントが表示されます。

c) 適切なサービスアカウントを見つけます。
d) このサービスアカウントの権限を設定します。

1. このサービスアカウントの行にある鉛筆アイコンをクリックします。

[権限の編集（Edit Permissions）]ウィンドウが表示されます。

2. [+別のロールの追加（+ ADD ANOTHER ROLE）]をクリックし、ロールとして [エディタ（Editor)]
を選択します。

サービスアカウントが表示された [IAM]ウィンドウに戻ります。
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3. [+別のロールの追加（+ ADD ANOTHER ROLE）]を再度クリックし、このサービスアカウント
に必要な残りのロールを追加します。

以下は、このプロセスの最初のステップで追加したクラウド機能サービスエージェントを含む、

このサービスアカウントに割り当てる必要があるロールの完全なリストです。

•エディタ（Editor）

•ロール管理者

•プロジェクト IAM管理者

4. 必要なすべてのロールを追加した後で、[保存（Save）]をクリックします。

IAMウィンドウに戻り、サービスアカウントが表示され、必要なロールがこのサービスアカウン
トに割り当てられます。

管理対象テナントの作成

次のセクションでは、管理対象テナントを作成するために必要な情報を提供します。

• Cisco Cloud Network Controllerで管理対象テナントを作成する

• Google Cloudの管理対象テナントに必要な権限を設定します。

Cisco Cloud Network Controller GUIを使用した管理対象テナントの作成

このセクションでは、GUIを使用して Cisco Cloud Network Controllerで管理するテナントを作
成する方法について説明します。

ステップ 1 ユーザーテナントの Google Cloudプロジェクトをセットアップします。

これらの手順については、ユーザーテナントの Google Cloudプロジェクトのセットアップ（7ページ）
を参照してください。

ステップ 2 Cisco Cloud Network Controller GUIで、[アプリケーション管理（Application Management）] > [VRF]に移動
します。

すでに設定されているテナントのテーブルが表示されます。

ステップ 3 [アクション（Actions）]をクリックし、[テナントの作成（Create Tenant）]を選択します。

[テナントの作成（Create Tenant）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 次の [テナントダイアログボックスフィールドの作成（Create Tenant Dialog Box Field）]の表に示されて
いるように、各フィールドに適切な値を入力し、続行します。
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表 2 :テナントダイアログボックスフィールドの作成

説明[プロパティ（Properties）]

テナント名を入力します。正規表現の一致:

[az]（[-a-z0-9] * [a-z0-9]）？

このことは、最初の文字が小文字でなければならず、その後のすべて

の文字がハイフン、小文字、または数字でなければなりません。ただ

し、最後の文字にはハイフンを使用できません。

名前（Name）

テナントの説明を入力します。説明

[設定（Settings）]

テナントのセキュリティドメインを追加するには、次の手順を実行し

ます。

1. [セキュリティドメインの追加（Add Security Domain）]をクリッ
クします。[セキュリティドメインの選択（Select Security
Domains）]ダイアログが表示され、左側のペインにセキュリティ
ドメインのリストが表示されます。

2. セキュリティドメインをクリックして選択します。

3. [選択（Select）]をクリックして、セキュリティドメインをテナン
トに追加します。

セキュリティドメインの追加

（Add Security Domain）

Google Cloud Project

この Cisco Cloud Network Controllerテナントに関連付けられる Google
Cloudプロジェクト IDを入力します。

Google Cloud Project ID

Cisco Cloud Network Controllerで管理する予定のテナントの場合は、ア
クセスタイプとして [管理対象 ID（Managed Identity）]を選択しま
す。

詳細については、CiscoCloudNetworkControllerを使用したGoogleCloud
の展開を理解する（5ページ）を参照してください。

アクセスタイプ

初期構成の完了

10

初期構成の完了

Cisco Cloud Network Controller GUIを使用した管理対象テナントの作成



説明[プロパティ（Properties）]

テナントの作成時のGoogleCloudのセキュリティドメイン
の追加はオプションです。

（注）

アカウントのセキュリティドメインを追加するには、次の手順を実行

します。

1. [Google Cloud Projectのセキュリティドメインの追加（Add Security
Domain for Google Cloud Project）]をクリックします。[セキュリ
ティドメインの選択（Select Security Domains）]ダイアログが表
示され、左側のペインにセキュリティドメインのリストが表示さ

れます。

2. セキュリティドメインをクリックして選択します。

3. [選択（Select）]をクリックして、セキュリティドメインをテナン
トに追加します。

Google Cloud Projectのセキュリ
ティドメインを追加

ステップ 5 設定が終わったら [Save]をクリックします。

次のタスク

Google Cloudで管理対象テナントに必要な構成を完了します。これらの手順については、マ
ネージドテナント用に Google Cloudで必要な権限を設定する（11ページ）にアクセスして
ください。

マネージドテナント用に Google Cloudで必要な権限を設定する

マネージドテナントを作成している場合は、GoogleCloudで必要なアクセス許可を設定する必
要があります。

アンマネージドテナントを作成している場合は、この手順に従う必要はありません。（注）

ステップ 1 Google Cloud GUIで、このマネージドテナントに関連付けられる Google Cloudプロジェクトにログインし
ます。

プロジェクトのダッシュボードが表示されます。

ステップ 2 左側のナビゲーションバーで、[IAM＆Admin]をクリックし、[IAM]を選択します。

[IAM]ウィンドウが表示され、いくつかのサービスアカウントが表示されます。

ステップ 3 インフラアカウントに関連付けられているプロジェクトで作成されたサービスアカウントを見つけます。

ステップ 4 サービスアカウント名をコピーします。

初期構成の完了
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ステップ 5 このサービスアカウント名を、ユーザーテナントプロジェクトの IAMユーザーとして追加します。

ステップ 6 このサービスアカウントの権限を設定します。

a) このサービスアカウントの行にある鉛筆アイコンをクリックします。

[権限の編集（Edit Permissions）]ウィンドウが表示されます。

b) [+別のロールの追加（+ ADD ANOTHER ROLE）]をクリックし、ロールとして [クラウド機能サービ
スエージェント（Cloud Functions Service Agent）]を選択します。

サービスアカウントが表示された [IAM]ウィンドウに戻ります。

c) [+別のロールの追加（+ ADD ANOTHER ROLE）]を再度クリックし、このサービスアカウントに必
要な残りのロールを追加します。

以下は、このプロセスの最初のステップで追加したクラウド機能サービスエージェントを含む、この

サービスアカウントに割り当てる必要があるロールの完全なリストです。

•クラウド機能サービスエージェント

•コンピューティングインスタンス管理（v1）

•コンピューティングネットワーク管理者

•コンピューティングセキュリティ管理者

•管理者のログイン

•パブ/サブ管理者

•ストレージ管理者

d) 必要なすべてのロールを追加した後で、[保存（Save）]をクリックします。

IAMウィンドウに戻り、サービスアカウントが表示され、必要なロールがこのサービスアカウントに
割り当てられます。

アンマネージドテナントの作成

次のセクションでは、アンマネージドテナントを作成するために必要な情報を提供します。

• GoogleCloudからアンマネージドテナントに必要な秘密鍵情報を生成してダウンロードし
ます

• Cisco Cloud Network Controllerにアンマネージドテナントを作成する

アンマネージドテナントの Google Cloudからの秘密キー情報の生成とダウンロード

アンマネージドテナントを作成する場合は、最初に Google Cloudから必要な秘密キー情報を
生成してダウンロードする必要があります。

初期構成の完了
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マネージドテナントを作成している場合は、この手順の手順に従う必要はありません。（注）

ステップ 1 Google Cloudで、まだ選択されていない場合、管理されていないテナントに関連付けられる Google Cloud
プロジェクトを選択します。

ステップ 2 左側のナビゲーションバーで、[IAM＆Admin]をクリックし、サービスアカウントを選択します。

この Google Cloudプロジェクトのサービスアカウントが表示されます。

ステップ 3 既存のサービスアカウントを選択するか、[+サービスアカウントの作成（+ CREATE SERVICE
ACCOUNT）]をクリックして新しいアカウントを作成します。

このサービスアカウントの情報が表示され、[詳細（Details）]タブがデフォルトで選択されています。

ステップ 4 [キー（KEYS）]タブをクリックします。

ステップ 5 [ADD KEY（キーの作成）] > [新しいキーの作成（Create New Key）]をクリックします。

このサービスアカウントの秘密キーを作成するためのオプションを提供するウィンドウが表示されます。

ステップ 6 JSONキータイプを選択したまま、[作成（Create）]をクリックします。

秘密キーがコンピュータに保存されたことを示すウィンドウが表示されます。

ステップ 7 コンピュータにダウンロードしたJSONファイルを見つけて、コンピュータ上の安全な場所に移動します。

この JSONファイルには、管理対象外テナントのフィールドに入力する必要があるキー情報が含まれてい
ます。

Cisco Cloud Network Controller GUIを使用したアンマネージドテナントの作成

このセクションでは、GUIを使用して Cisco Cloud Network Controller GUIで管理対象外のテナ
ントを作成する方法について説明します。

始める前に

このセクションの手順を使って続行する前に、アンマネージドテナントの Google Cloudから
の秘密キー情報の生成とダウンロード（12ページ）で説明されている手順を完了します。

初期構成の完了
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ステップ 1 ユーザーテナントの Google Cloudプロジェクトをセットアップします。

これらの手順については、ユーザーテナントの Google Cloudプロジェクトのセットアップ（7ページ）
を参照してください。

ステップ 2 Cisco Cloud Network Controller GUIで、[アプリケーション管理（Application Management）] > [VRF]に移動
します。

すでに設定されているテナントのテーブルが表示されます。

ステップ 3 [アクション（Actions）]をクリックし、[テナントの作成（Create Tenant）]を選択します。

[テナントの作成（Create Tenant）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 次の [テナントダイアログボックスフィールドの作成（Create Tenant Dialog Box Field）]の表に示されて
いるように、各フィールドに適切な値を入力し、続行します。

表 3 :テナントダイアログボックスフィールドの作成

説明[プロパティ（Properties）]

テナント名を入力します。正規表現の一致:

[az]（[-a-z0-9] * [a-z0-9]）？

このことは、最初の文字が小文字でなければなら

ず、その後のすべての文字がハイフン、小文字、ま

たは数字でなければなりません。ただし、最後の文

字にはハイフンを使用できません。

名前（Name）

テナントの説明を入力します。説明

[設定（Settings）]

テナントのセキュリティドメインを追加するには、

次の手順を実行します。

1. [セキュリティドメインの追加（Add Security
Domain）]をクリックします。[セキュリティド
メインの選択（Select Security Domains）]ダイ
アログが表示され、左側のペインにセキュリティ

ドメインのリストが表示されます。

2. セキュリティドメインをクリックして選択しま
す。

3. [選択（Select）]をクリックして、セキュリティ
ドメインをテナントに追加します。

セキュリティドメインの追加（Add Security
Domain）

Google Cloud Project

初期構成の完了
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説明[プロパティ（Properties）]

この Cisco Cloud Network Controllerテナントに関連
付けられる Google Cloudプロジェクト IDを入力し
ます。

Google Cloud Project ID

CiscoCloudNetworkControllerで管理されていないテ
ナントの場合は、アクセスタイプとして[アンマネー
ジド ID（Unmanaged Identity）]を選択します。

詳細については、CiscoCloudNetworkControllerを使
用した Google Cloudの展開を理解する（5ページ）
を参照してください。

アクセスタイプ

アンマネージドテナントのGoogleCloudからの秘密
キー情報の生成とダウンロード（12ページ）でダ
ウンロードした JSONファイルの private_key_id

フィールドの情報を入力します。

キーID

アンマネージドテナントのGoogleCloudからの秘密
キー情報の生成とダウンロード（12ページ）でダ
ウンロードした JSONファイルの private_keyフィー

ルドの情報を入力します。

RSAプライベートキー

アンマネージドテナントのGoogleCloudからの秘密
キー情報の生成とダウンロード（12ページ）でダ
ウンロードした JSONファイルの client_idフィー

ルドの情報を入力します。

クライアントID

Google Cloudプロジェクトに関連付けられている E
メールアドレスを入力します。

電子メール

初期構成の完了
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説明[プロパティ（Properties）]

テナントの作成時の Google Cloudのセ
キュリティドメインの追加はオプショ

ンです。

（注）

アカウントのセキュリティドメインを追加するに

は、次の手順を実行します。

1. [Google Cloud Projectのセキュリティドメイン
の追加（Add Security Domain for Google Cloud
Project）]をクリックします。[セキュリティド
メインの選択（Select Security Domains）]ダイ
アログが表示され、左側のペインにセキュリティ

ドメインのリストが表示されます。

2. セキュリティドメインをクリックして選択しま
す。

3. [選択（Select）]をクリックして、セキュリティ
ドメインをテナントに追加します。

Google Cloud Projectのセキュリティドメインを追
加

ステップ 5 設定が終わったら [Save]をクリックします。

BGP-EVPNを使用したサイト間接続のための VPCピアリ
ングの構成

CiscoCatalyst 8000Vルーターを使用してサイト間接続用にBGP-EVPN接続を構成した場合は、
これらの手順に従って、Google Cloudサイト内のユーザー VPCが他のクラウドサイトまたは
ACIオンプレミスサイトの VPCと通信できるようにします。詳細については、Cisco Cloud

Network Controller for Google Cloudユーザーガイドの「BGP-EVPNを使用したサイト間接続」
セクションの「VPCピアリング」を参照してください。

通常、VRFを作成してから、その VRFのハブピアリングを確認する Nexusダッシュボード
オーケストレータを介して BGP-EVPNを使用して、サイト間接続用に VPCピアリングを構成
します。これらの手順については、該当する Nexus Dashboard Orchestratorのドキュメントを参
照してください。

Cisco Cloud Network Controller側でこの構成を変更するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 Cisco Cloud Network Controller GUIで、[アプリケーション管理（Application Management）] > [クラウドコ
ンテキストプロファイル（Cloud Context Profiles）]に移動します。
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ステップ 2 [名前（Name）]列で、オーバーレイ 1 VPCとピアリングする VPCに関連付けられているクラウドコンテ
キストプロファイルの名前をダブルクリックします。

このクラウドコンテキストプロファイルの詳細情報を提供する別のウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [アクション（Actions）] > [編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 4 [VPCハブピアリング（VPC Hub Peering）]領域で、[有効化（Enable）]の横にあるボックスをクリック
して、この VPCの VPCピアリングを有効にし、[保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 Google Cloudで、[VPCネットワーク（VPC network）] > [VPCネットワークピアリング（VPC network
peering）]に移動します。

ステップ 6 Google Cloudサイトのユーザー VPCがオーバーレイ 1 VPCとピアリングしていることを確認します。
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